
































Ⅰ　診断基準,プロトコール設定の検討

A診断基準,治療プロトコールの設定

　外因性物質,とくに鉛中毒にみられる鉛脳症をその代表とする中毒性脳症の

他に,健康な乳幼児が,数日間の感冒様症状のあとに急激な意識障害,嘔吐,痙撃

などの中枢神経症状や末梢循環不全の状態を伴い急速に死に至ることがある。

延命しえても重度心身障害児等の重篤な中枢神経後遺症をのこしやすい,いわ

ゆる急性脳症という概念がある。その中でも,1963 年 Reye により肝をはじめ

とする内蔵諸臓器に著明な脂肪変性をみとめる症候群の報告があった(Reye 症

候群)(1)。わが国では 1967 年に小川が初報告を行っている(2)。その病原

(trigger)が何であれ,その病態の中核をなすものは著明な脳浮腫である。電顕

レベルでみるとミトコンドリアの破壊があり,Schubert 一派は Reye 症候群を

ミトコンドリア病として把握している(3)。


